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本市では、2016（平成 28）年３月に策定した「藤枝市スポーツ推進計画」の基本理念である「すべての

人々にスポーツを！楽しみ、感動、夢、支え合い、そして元気に」の実現に向け、「生涯スポーツの推進」

「競技スポーツの推進」「スポーツ施設等の利便性の向上」「サッカーの普及と文化の醸成」の４つをスポー

ツ推進の柱として、スポーツ施策を推進してきました。 

この間、スポーツを取り巻く社会の情勢や環境は変化を続けており、スポーツに関する市民のニーズや

価値観も多様化しています。また、東京 2020大会は、新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、１年

延期しての開催となりますが、今後ますますスポーツへの関心が高まることが予想され、これを好機としたス

ポーツ推進施策を展開していくとともに、今後さらに、多くの市民がスポーツに親しむ環境を整えていく必

要があります。 

こうしたスポーツを取り巻く環境の変化を好機と捉え、スポーツを通じた様々な取り組みを本市のまちづく

りにつなげていくため、これらの環境変化に的確に対応するとともに、これまでの計画の進捗状況や課題

等を踏まえ、本市がめざすスポーツ施策の方向性を示す「藤枝市スポーツ推進計画」を策定するものです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画の策定にあたって 第１章 

１ 計画策定の趣旨 

ジュニアアスリートマルチサポート事業 

オリンピアン飯塚翔太選手による「遊びながら走り方を学ぶ交流会」 
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本計画は、スポーツ基本法第 10条に基づく地方スポーツ推進計画として策定するもので、国の「第 2期

スポーツ基本計画」及び同時期に策定された県の「スポーツ推進計画」を踏まえ策定します。 

また、2021（令和３）年度から始まる「第６次藤枝市総合計画」の個別計画として位置づけ、「第２期ふじえ

だ健康都市創生総合戦略」や「藤枝市教育振興基本計画」などの関連計画、さらに関係各部局の取り組

みなどとも整合を図りながら施策を推進し、スポーツの推進及び環境の充実をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サッカーを核としたまちづくり】 

本市の個性である『サッカー』に関しては、個別計画「サッカーのまち藤枝ドリームプラン 2019」を策定し、

子どもからシニアまですべての人々が、～歴史・誇り・夢あふれる「蹴球都市ふじえだ」 ～を実感できる施

策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の位置づけ 



3 

 

 

 

 

 

 

本計画の期間は、2021（令和３）年度から 2025（令和７）年度までの 5年間とします。 

なお、進捗状況や社会情勢に急激な変化などが生じた場合、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本計画は市民や関係団体等と協力・連携し策定しました。 

まず、無作為抽出による市民アンケートを実施し、これまでの取り組んだ成果を評価する一つの視点とし

て各種施策の検証を行いました。それを受けて、庁内関係各課を構成員とする「スポーツ推進計画策定委

員会・部会」を設置し施策の見直しを行いました。策定過程においては、広く外部団体や市民の意見を吸

い上げ、計画に反映させていくために、関係機関や団体で構成する「スポーツ推進審議会」を設置し、計

画案の経過報告及び、意見聴取を行い、計画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画策定の組織体制 

市 民 
アンケート 

議 会 スポーツ 
推進審議会 

≪庁内体制≫ 

意見 公表 

パブリックコメント 

調査 

報告 意見 

スポーツ振興課（事務局） 

行政経営会議 

スポーツ推進計画策定委員会 
スポーツ推進計画策定作業部会 

３ 計画の期間 

（年度） H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７ ～R12

藤枝市スポーツ推進計画

静岡県スポーツ推進計画

第６次藤枝市総合計画

藤枝市スポーツ推進計画

藤枝市

国 スポーツ基本計画

第2期ふじえだ健康都市創生総合戦略

県 改正

見直し
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少子・高齢化社会の進展を背景に、

人々の健康志向の高まりや介護予防、健

康寿命の延伸等のための健康づくりの取

組における運動・スポーツ活動など、人々

のスポーツに対するニーズは高まっていま

す。また、「働き方改革」や「新しい生活様

式」などによるライフスタイルの変化や価値

観の多様化などにより、ゆとりや心の豊か

さを求める傾向が強まり、スポーツの楽し

み方が拡大し、競技力の向上や体力づく

りのためだけでなく、「する」「みる」「ささえ

る」といった観点から多様なスポーツへの関わり方が求められています。 

国においては、東京 2020 大会の開催決定を契機に、スポーツ基本法の趣旨を踏まえ、2015（平成 27）

年 10 月にスポーツ行政を総合的・一元的に推進するスポーツ庁を設置するとともに、スポーツ立国の実現

をめざす上での指針と具体的な施策となるべき「第 2期スポーツ基本計画」を 2017（平成 29）年３月に策定

しました。 

 静岡県においても、国の計画策定を受けて、2018（平成 30）年３月、スポーツに関する施策を総合的かつ

計画的に推進するために「静岡県スポーツ推進計画」の内容を見直し、改定しました。 

これらを背景に、本市では、スポーツ施策をより一層効果的・効率的に推進していくことを目的として、こ

れまでの取り組みの成果や現状と課題、スポーツを取り巻く社会情勢や国・県の動向などを踏まえ、今後５

年、10 年を見据えた、スポーツの力を最大限に活かした「藤枝づくり」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 計画の背景 

子ども体づくりフェスタ 

ニュースポーツ教室（室内ペタンク） 

本計画における「スポーツ」とは、サッカーや野球など

一定のルールに基づいて勝敗や記録を競うものだけで

なく、ウォーキングや体操など、余暇時間や仕事時間等

を問わず健康保持・増進を目的に行われる身体活動、

更には遊びや楽しみを目的とした身体活動（相応のエ

ネルギー消費を伴うもの）まで、その全てを幅広く含むも

のとして捉え、これまでスポーツに縁のなかった方にも

気軽に親しんでいただくことをめざしていきます。 

本計画におけるスポーツの定義 
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2016（平成28）年３月に策定した藤枝市スポーツ推進計画は、「すべての人々にスポーツを！楽しみ、感

動、夢、支え合い、そして元気に」を基本理念に、以下の課題ごとに目標を設定して、スポーツの推進に取り

組みました。 

 

 

 

市民の誰もが『いつでも』『どこでも』『いつまで

も』スポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、支え合う

ことができる環境を創出するため、ふじえだマラソ

ン、子ども体づくりフェスタ、ニュースポーツ教室の

開催など、体力の向上、心身の健康の保持・増進

を図り、元気と活力に満ちた「健康長寿社会の実

現」をめざしました。 

また、各自治会が実施する健康増進、スポーツ

活動への支援を実施するとともに、総合型地域ス

ポーツクラブの育成支援を推進し、市民の「スポー

ツ機会のさらなる拡大」をめざしました。 

 

※成人の週１日以上のスポーツ実施率は５年に１度の調査 

 

スポーツ実施率（週１日以上スポーツや運動を行う成人の割合）は、2014（平成26）年度、40.5％でした

が、2019（令和元）年度は、56.7％まで上昇しました。なお、全国のスポーツ実施率は令和元年度時点で

53.6％であり、本市は全国平均を上回る、スポーツ活動が活発な地域であると言えます。  

また、総合型地域スポーツクラブ数は、2014（平成26）年度6クラブ、2019（令和元）年度6クラブと目標値で

ある9クラブにはとどきませんでした。 

 

 

指 標 

平成 26 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

基準値 
目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 
目標値 

成人の週１日以上の

スポーツ実施率※ 
40.5％ 42.0％ 44.0％ 46.0％ 

48.0％ 

(56.7％) 
50％ 

総合型地域スポーツ

クラブ数 
６クラブ 

７クラブ 

(６クラブ) 

８クラブ 

(６クラブ) 

８クラブ 

(６クラブ) 

８クラブ 

(６クラブ) 
９クラブ 

 これまでの取組の達成状況と課題 第２章 

１ 生涯スポーツの推進 

計画策定の趣旨 

スポーツ＆健康フェスタ in ふじえだ 
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【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇幸せに満ちた健康長寿社会の実現に向けて、今後さらにスポーツ実施率を上昇させるためには、市民

誰もが気軽にスポーツに親しめる環境づくりが求められている。 

〇年代別スポーツ実施率では20歳代と40歳代が低く、これらの世代に代表されるビジネスパーソンや子

育て世代に対する取組が必要である。 

〇種目別では「ウォーキング・体操」が最も行われていることから、個人で気軽に楽しめるスポーツの需要

が高まっているといえます。一方で、スポーツ人口を拡大するためには、少人数グループやチームスポ

ーツの魅力も発信していく必要がある。  

75
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32
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2

2

5
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22
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78

33

46

1

4
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1
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14
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(N=601)
20歳以上

(N=591)
男性

(N=245)
女性

(N=356)

18－19歳

(N=10)
20－29歳

(N=34)
30－39歳

(N=64)
40－49歳

(N=78)
50－59歳

(N=111)
60－69歳

(N=142)
70－79歳

(N=130)
年齢無回答

(N=32)

スポーツ実施率

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151日～250日） 週に２日以上（年101日～150日）

週に１日以上（年51日∼100日) 月に１～３日（年12日～ 50日） ３か月に１～２日（年４日～11日）

年に１～３日 わからない 実施しなかった・無回答

56.7%

139

28

40

35

39

37

7

19

221

49

117

19

34

39

43

38

0 50 100 150 200 250

ウォーキング

階段昇降

ラジオ体操、ストレッチ等

ランニング

自転車、サイクリング

筋力トレーニング等

エアロビ・ヨガ

運動はしなかった

（人）1年間に行った運動・スポーツ（上位）

男性 女性
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【課題】 

 

 

市内の子どもたちが、将来、日本を代表する

ようなアスリートに育っていけるように、選手・指

導者・保護者向けの講習会等、ジュニアアスリー

トマルチサポート事業を実施するとともに、東京

2020大会開催を契機に、イタリア共和国をホスト

タウンとして、イタリア柔道チーム、イタリアライフ

ル射撃チームの事前合宿を市内で実施する中

で、トップレベルの選手を身近に観戦する機会

を創出し、市民の技術向上とオリンピックに夢を

抱き、オリンピックを身近に感じる等の機運を高

めてきました。 

また、市スポーツ協会や各種競技団体、市スポーツ少年団本部等の活動に対する支援や、全国大会等

に出場した団体、個人等に対し、奨励金を交付するとともに全国大会出場者を積極的にPRすることで、スポ

ーツに対する市民意識の高揚と選手のモチベーションアップを図りました。 

 

 

 

 

全国等スポーツ大会の出場件数については、2016（平成28）年度の96件以降、順調に上昇していま

したが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、多くの全国大会が延期・中止となったことから、2019

（令和元）年度の出場件数は９９件に留まりました。 

 

 

 

〇競技力の向上を図るためには、国際的・全国的な活躍を念頭に置いて選手の育成・強化の在り方など 

を検討し、関係団体との連携した取り組みを推進する必要がある。 

〇選手の育成・強化の取り組みと併せ、育成されたアスリートが地域の中で関わることのできる場の充実 

が求められている。 

 

指 標 

平成 26 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

基準値 
目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 
目標値 

国際・全国スポーツ

大会の出場件数 
115 件 

117 件 

(96 件) 

120 件 

(111 件) 

122 件 

(119 件) 

124 件 

(99 件) 
127 件 

２ 競技スポーツの推進 

計画策定の趣旨 

静岡県市町対抗駅伝競走大会 
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【課題】 

 

 

より多くの人が安全・安心してスポーツに親しめる環境を提供するため、総合運動公園人工芝グラウンド

への夜間照明の設置や市民体育館・市武道館への空調設備の設置など、既存のスポーツ施設の計画的な

修繕・整備、小中学校のグラウンド・体育館の夜間開放、各施設の効果的かつ効率的な管理運営を実施し

ました。 

また、総合型地域スポーツクラブの育成・支援を推進し、市民の「スポーツ機会のさらなる拡大」をめざしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇既存スポーツ施設の機能を維持するため計画的に修繕・改修を図るとともに、市民ニーズに沿った

スポーツ施設の整備を計画的に進める必要がある。 

〇障害者や高齢者等の施設利用時の利便性の向上を図る必要がある。 

〇総合型地域スポーツクラブは、持続的にその役割を担っていくため、安定経営に向けた自主財源の 

確保、積極的な周知による会員の増加を図る必要がある。 

〇スポーツを通した地域活性化につながる取り組みが求められている。 

指 標 

平成 26 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

基準値 
目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 

目標値 

(実績値) 
目標値 

市民体育館・武道館の 

年間利用者数 
161,030 人 

166,000 人 

(169,435 人) 

171,000 人 

(173,078 人) 

176,000 人 

(174,961 人) 

180,000 人 

(186,291 人) 
185,000 人 

藤枝総合運動公園の 

年間利用者数 
307,172 人 

313,000 人 

(347,950 人) 

319,000 人 

(375,169 人) 

326,000 人 

(384,851 人) 

332,000 人 

(354,855 人) 
338,000 人 

藤枝市民グラウンドの 

年間利用人数 
42,660 人 

43,300 人 

(45,447 人) 

44,000 人 

(44,826 人) 

447,000 人 

(43,240 人) 

45,400 人 

(48,456 人) 
46,000 人 

３ スポーツ施設等の利便性の向上 

計画策定の趣旨 

総合運動公園（サッカー場、人工芝グラウンド） 
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  年齢や性別、障害の有無に関わらず、市民誰もが「ライフスタイル」や「ライフステージ」に合わせたサッ 

カーに親しむ環境を創出するとともに、スポーツの枠を超え文化として根付いてきた「サッカー」を市の個 

性として位置づけ、全国規模の様々な大会誘致や蹴球都市シティドレッシング事業など、戦略的にサッ 

カーを核としたまちづくりを推進し、「サッカーの普及と文化の醸成」を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ サッカーの普及と文化の醸成 

計画策定の趣旨 

藤枝MYFC ルクレ MYFC 

藤枝東高校 

藤枝明誠高校 藤枝順心高校 
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【課題】 

 

 

子どもからシニアまで、障害者の大会を含め様々な大会を誘致し、更に藤枝総合運動公園多目的広場

の人工芝化を実施したことにより、年間を通じて本市で大会が開催されるようになり、多くの市民が気軽に

サッカーに親しむことができました。 

また、市ホームページ内にサッカー特設ページの開設や長谷部誠選手をモデルとしたサッカーのまち 

藤枝ＰＲポスターの作成、蹴球都市をＰＲする蹴球都市シティドレッシング事業などを実施し、サッカーの 

まち藤枝の歴史や大会等の情報を発信することにより、文化の醸成を図ることができました。 

 

 

〇サッカー場の利用について、一般市民が大会以外で利用することが困難な状況であり、ハード、ソフト

面において、より多くの人がサッカーに親しむことができる環境整備が必要である。 

〇トップレベルの試合など様々な大会が行われている一方で、利用者は、サッカー場までの経路がわか

りづらい、駐車場が少ないなどの不便さを感じている。 

〇自立心と社会性に富んだ元気で魅力的な藤枝の子どもを育成するとともに、世界の舞台で活躍できる

サッカー選手の輩出が求められている。 

〇サッカーを観光資源として活用した施策や新しいイベントなどによる、世代間・地域間の交流の拡大が

課題である。 

〇シティプロモーションとして、効果的で魅力ある情報発信の更なる充実が求められている。

指 標 

平成 26 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

基準値 
目標値 

（実績値） 

目標値 

（実績値） 

目標値 

（実績値） 

目標値 

（実績値） 
目標値 

サッカー場の年間 

利用者数 
61,206 人 

67,000 人 

(74,914 人) 

70,000 人 

(81,259 人) 

74,000 人 

(90,879 人) 

78,000 人 

(83,895 人) 
82,000 人 

サッカー大会等に 

おける交流人口 
12,711 人 

13,400 人 

(15,223 人) 

13,800 人 

(17,660 人) 

14,300 人 

(17,789 人) 

14,700 人 

(20,418 人) 
15,000 人 

サッカーに携わる人数 2,886 人 
3,000 人 

(3,817 人) 

3,050 人 

(3,781 人) 

3,070 人 

(3,717 人) 

3,100 人 

(3,764 人) 
3,200 人 

女子サッカーの 

競技人数 
249 人 

290 人 

(232 人) 

310 人 

(223 人) 

330 人 

(209 人) 

350 人 

(221 人) 
370 人 

静岡県ﾄﾚｾﾝ及びﾅｼｮﾅﾙ 

ﾄﾚｾﾝへの輩出人数 
3 人 

3 人 

(6 人) 

3 人 

(8 人) 

4 人 

(9 人) 

5 人 

(11 人) 
5 人 

市ＨＰのサッカー情報 

閲覧ページ数 
34,307 人 

39,000 ㌻ 

(158,536 ㌻) 

42,000 ㌻ 

(151,560 ㌻) 

44,000 ㌻ 

(171,970 ㌻) 

48,000 ㌻ 

(151,497 ㌻) 
51,000 ㌻ 
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～成人の週１日以上のスポーツ実施率６５％を達成し、 

市民誰もがスポーツを通して生き生き健やかに暮らすまちの実現をめざします～ 

 

 

「スポーツの力を最大限に」活かした、 

これからの本市のまちづくりにおける基本理念を以下のとおり掲げます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

スポーツは、人生をより豊かにし、充実したものにするものであるとともに、人

間の身体的・精神的な欲求に応える人類共通のすばらしい文化のひとつです。 

明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や個人の心身の健全な発達に、スポーツは

必要不可欠なものであり、市民が生涯にわたってスポーツに親しむことは、極めて

大きな意義を持っています。 

このため、「スポーツを楽しみ、ふじえだの未来を創る」を基本理念とし、成人

の週１日以上のスポーツ実施率６５％を達成し、市民誰もがスポーツを通して生き

生き健やかに暮らすまち「スポーツタウン ふじえだ」の実現をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 計画の基本的な考え方と施策の展開 第３章 

１ 基本理念 

長谷部誠選手によるサッカークリニック 
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【第６次藤枝市総合計画の基本理念】 

  

 

“幸せになるまち”藤枝づくり 

～まち・自然・文化と共生 未来へ飛躍～ 
 

全ての市民が「幸せ」になるためには、全ての市民が安全・安心で健康に暮らし、希望

が叶うまちを実現していくことが必要です。スポーツ推進計画は藤枝市総合計画の理念や

方向性、考え方などと整合性を図り、スポーツを活用した１０年後を見据えた藤枝づくり

を推進します。

子ども体づくりフェスタ 
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健康長寿社会の 
実現をめざす 

 

障がいの有無や年齢、性別、国籍等を問わず、市民誰も

がスポーツに親しみ、スポーツを楽しむことによって、

心身の健康の維持増進を図り、元気と活力に満ちた『健

康長寿社会の実現』をめざします。 

 

２ 推進計画の体系 

夢と希望にあふれた 
まちの創出をめざす 

 

本市にゆかりのある個人や団体が大きな舞台で活躍す

ることや、東京 2020 大会などに関わることによって、

常に前向きで活力と強い絆で結ばれた『夢と希望にあふ

れたまちの創出』をめざします。 

 

施設環境の充実と 
地域活性化をめざす 

 

スポーツ施設を安全で安心に利用できるなど、『施設環

境の充実』を図るとともに、市民が様々なスポーツを日

常的に、生き生きと楽しむことによる『地域活性化』を

めざします。 

めざす姿 

《基
本
理
念
》 

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ふ
じ
え
だ
の
未
来
を
創
る 

～
成
人
の
週
１
日
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
６５
％
を
達
成
し
、
市
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
生
き
生
き
健
や
か
に
暮
ら
す
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
～ 

❶ 

❷ 

❸ 

２ 推進計画の体系 
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１．子どものスポーツ機会の充実 
スポーツ 

参画人口の拡大 

スポーツ環境の基盤となる

「人材」と「場」 

の提供 

競技力の向上 

スポーツを通じた 

地域の活性化 

２．ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

４．トップアスリートの育成 

３．スポーツ実施率の低い世代へのスポーツ習慣づくり 

５．スポーツをささえる多様な人材の確保と活躍の場の提供 

６．スポーツに親しむことができる場の創出 

７．スポーツイベントの実施 

８．スポーツ交流の推進 

基本方針 基本施策 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 
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スポーツには「する」だけではなく、「みる」「ささえる」といった関わり方があります。 

何らかの理由によりスポーツを「する」ことが困難であったり、苦手意識があったとしても、スポーツを「みる」

「ささえる」ことによって、楽しいと思ったり爽快感を得るといったことも期待できます。スポーツの力は「する・

みる・ささえる」のいずれの関わり方であっても、様々な効果が期待できます。 

本計画では、こうしたスポーツへの関わり方を３つの視点として捉え、生き生き健やかに暮らすまちの実現

に向けた施策に取り組んで行きます。 

 

 

 

「するスポーツ」については、サッカーや野球とい

った競技スポーツや、ランニング、体操・ストレッチと

いった運動をすることだけでなく、散歩や、会社など

での階段の昇り降りといったものであっても、それが

計画的・継続的に実施しているものであればスポー

ツとして捉え、その活動を推進していきます。 

スポーツをすることで、「楽しさ」や「喜び」を感じ

られ、さらにそれらを継続することで勇気、自尊心、

友情などの価値を実感するとともに、自らも成長し、

健康増進や生きがいに満ちた人生を送ることがで

きます。 

 

 

 

「みるスポーツ」については、スタジアム等でト

ップアスリートの競技を直接観戦することだけで

なく、子どもや友人の競技を観戦することも含み

ます。また、テレビやインターネット配信等での観

戦も含みます。こうした幅広い範囲で「みるスポ

ーツ」の推進に取り組んでいきます。 

スポーツを「みる」ことで、楽しみや喜びを感じ

たり、感動したり、気分転換、ストレス解消が図ら

れるといった効果があります。また、スポーツ観

戦を通じて選手に対する尊敬や憧れを抱き、自

らスポーツに親しむきっかけにもなります。更に

するスポーツ 

 

みるスポーツ 

 

３ 「する」「みる」「ささえる」の３つの視点 

計画策定の趣旨 

体力・運動能力調査 

スポーツの観戦・応援 
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直接スタジアム等に出向いて観戦する場合、多くの観客と興奮や感動を共有できるほか、入場料や飲食

費、関連商品の売り上げなどの経済効果を生みます。そして、その経済効果がスポーツへ再投資されること

で、スポーツ環境の改善が図られる等、スポーツ界が自立的に成長を遂げる好循環が構築されます。 

 

 

 

 

スポーツを「ささえる」方法には様々なものがあり

ます。イベントの運営などを行うスポーツボランティ

ア以外にも、試合の審判やコーチもスポーツをささ

える存在です。また、選手やチームを応援すること

も、立派にスポーツをささえています。更に企業等

がスポーツ用品等を提供したり、スポーツイベントに

協賛したりすることも、スポーツをささえる活動に含

まれます。 

ふじえだマラソンやリバティ駅伝大会なども多くの

ボランティアが大会をささえてくれています。大会を

ささえる誇りはスポーツへの新たな関わり方として定

着しています。 

スポーツを「ささえる」ことは、必ずしも脚光を浴び

るものではない縁の下の力持ちとしての役割です。だからこそ、ささえることに「誇り」を覚え、選手と喜びを共

感し、そこから絆が生まれ、同様に感動や興奮を享受することができます。 

本計画においては、「する」「みる」と同様に、「ささえる」スポーツを、スポーツ推進に欠かせないものとして

位置付けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ささえるスポーツ 

 

大会スタッフ（ふじえだマラソン） 

大会スタッフ（ニュースポーツ大会） 
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健康長寿社会の実現をめざす 

 

夢と希望にあふれたまちの創出をめざす 
 

施設環境の充実と地域活性化をめざす 

 

❶ 

❷ 

❸ 

障害の有無や年齢、性別、国籍等を問わず、市民誰もがスポーツに親しみ、スポー

ツを楽しむことによって、心身の健康の維持増進を図り、元気と活力に満ちた『健

康長寿社会の実現』をめざします。 

本市にゆかりのある個人や団体が大きな舞台で活躍することや、東京 2020 大会な

どに関わることによって、常に前向きで活力と強い絆で結ばれた『夢と希望にあふ

れたまちの創出』をめざします。 

スポーツ施設を安全で安心に利用できるなど、『施設環境の充実』を図るとともに、

市民が様々なスポーツを日常的に、生き生きと楽しむことによる『地域活性化』を

めざします。 

４ ３つのめざす姿 

大井川河川敷グラウンドゴルフ場 
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(１) スポーツ参画人口の拡大 

市民誰もが各々の年代で関心、適性等に応じて日常的にスポーツに親しむ機会を充実します。また、生涯

にわたるスポーツライフの実現と礎となる運動習慣と体力の向上を図るため、学校や地域における子どもの

スポーツ機会を充実します。 

 

(２) 競技力の向上 

オリンピック・パラリンピックをはじめとする各種の国際大会や国民体育大会等の全国大会において、優れた

成績を挙げ、市民に夢と希望と感動を与えるアスリートが増加するよう、ジュニア期からトップレベルまでの体

系的な人材育成と指導者の資質の向上等の環境整備により、競技力の向上を図ります。 

 

(３) スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の提供 

市民が主体的にスポーツに参加する環境基盤として、スポーツ活動をささえる人材の育成と、安全にスポー

ツ活動を行うことができるスポーツ施設等の場の創出を図ります。 

 

(４) スポーツを通じた地域の活性化 

本市のスポーツ資源を最大限に活用し、東京２０２０大会にホストタウンとして関わることや、子どもからシニア

世代まで、誰もが気軽に参加できるスポーツイベント等を開催することにより、スポーツを通じた仲間づくりや

地域の絆・コミュニティの形成、体験型観光など多様な交流を推進し、地域活性化を図ります。 

 

 

 

５ 基本方針 
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《１．子どものスポーツ機会の充実》 
生涯にわたって健康でたくましく生きるための体力の基礎を培い、また、公正さや規律を学び、次

世代を担う人材の育成を図るため、「子どものスポーツ機会の充実」を図ります。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 拡充 子ども体づくりの推進 

体づくりの大切さを親子で学ぶことを目的に、

子育て世代をメインとした運動・健康イベント

を開催します。 

2 継続 スポーツ保育の推進 
運動好きな子どもを増やす運動あそびを委託業

者と連携して実施します。 

3 継続 キッズサッカーの普及 

幼稚園や保育所等に通う子どもがサッカーに親

しみ、楽しむ機会を提供します。 

○ちびっこサッカー大会（法城学園杯）の開催 

○Jリーグアカデミー巡回教室 

4 継続 子どもスポーツ教室の開催 
幼児から小学生を対象とした水泳・体操等スポ

ーツ教室を開催します。 

5 継続 放課後子ども教室の推進 
小学生を対象に、スポーツ等を通じた体験・学

び・交流を推進します。 

6 拡充 
れんげじスマイルホールを活用

した運動プログラムの提供 

本市ならではのスポーツと健康づくりに特化

し、遊具を使って自由に遊べるスペースと様々

な運動プログラムを提供する子育て支援施設と

して、次世代を担う子どもたちに幅広い運動の

機会を提供します。 

7 継続 体づくりの体制整備 
体づくりメニューを作成、実施し、体を動かす楽

しさを実感します。 

8 継続 新体力テストの実施 

国、県と連携し、小中学生の体力・運動能力の現

状を明らかにするとともに、体育・スポーツの行

政上の基礎資料とするため実施します。 

9 継続 『夢の教室』の開催 

日本サッカー協会と連携し、市内全小学校で、ト

ップアスリートを特別講師「夢先生」とした特別

事業「夢の教室」を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 基本施策 
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《２．ライフステージに応じたスポーツ活動の推進》 
 市民誰もが、それぞれの体力や年齢、目的等に応じて、いつでも、どこでも、いつまでも、スポー

ツに親しみ、スポーツを楽しむ機会を創出し、健康で活力に満ちた長寿社会を実現するため、「ライ

フステージに応じたスポーツ活動の推進」を図ります。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 継続 地域スポーツ振興への支援 
自治会又は自治会支部が実施する地域住民の体力

の向上、健康増進に向けた取り組みを支援します。 

2 継続 出前講座等の開催 
誰でも気軽に取り組むことができる軽スポーツの

体験を実施します。 

3 新規 スポーツ用具の貸出 
スポーツを「する」環境の充実を図るため、ペタ

ンクなどのスポーツ用品の貸し出しを行います。 

4 継続 ニュースポーツ教室の開催 
体力や年齢に関わらず誰もが楽しむことができる

ニュースポーツの普及や運動機会を提供します。 

5 継続 
ニュースポーツ大会等 

の開催 

体力や年齢に関わらず誰もが楽しむことができる

ニュースポーツ大会を開催します。 

6 継続 スポーツ＆健康フェスタの開催 

スポーツ・健康に対する意識を高め、生涯にわた

り健康で活力ある生活を築くきっかけづくりを目

的に開催します。 

7 拡充 
「スポーツタウン藤枝」等によ

る市内スポーツ情報の提供 

本市のスポーツ専用サイト「スポーツタウン藤枝」

等により、市内のスポーツイベントやスポーツ施

設情報、気軽に実施できるスポーツ動画を紹介し、

市民のスポーツ機会の充実を図ります。 

8 継続 歩いて健康づくりの推進 

「日本全国バーチャルの旅」マップの提供に加え、

「元気ふじえだ健康ウォーキング」の開催やＪＲ

東海主催の「さわやかウォーキング」の誘致など

により、日常的に“歩く”運動を支援します。 

9 新規 

地域支え合い介護予防教室 

（ふじえだアクティブクラブ）

への支援 

週１回以上開催する介護予防に資する通いの場と

して、住民主体で開催する介護予防教室（ふじえ

だアクティブクラブ）の活動の支援を行い、市オ

リジナル体操を活用すること等により、住民主体

のすそ野の広い介護予防活動の普及を図ります。 

10 継続 障害者スポーツ大会の開催 

障害福祉サービス利用者や藤枝市身体障害者福祉

協会員が参加し、スポーツを通じた交流を深める

ため、障害者スポーツ大会を開催し社会参加支援

を行います。 

11 継続 
障害者のスポーツ施設 

の利用促進 

「笑顔で自分らしく暮らす共生社会の実現」に向

け、障害者の社会参加を支援するため、市内スポ

ーツ施設を利用する際の料金を減免します。 

12 継続 保健講座等の開催 
保健委員 12 支部による健康体操等の保健講座を

開催します。 
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《３．スポーツ実施率の低い世代へのスポーツ習慣づくり》 
官民連携による新たな取り組みにより、若い女性やビジネスパーソンなど、これまでスポーツに

関わってこなかった人が気軽にスポーツに親しめるようなスポーツのスタイルを提案し、「スポーツ

実施率の低い世代へのスポーツ習慣づくり」を推進します。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 新規 
Sports in life 

女性スポーツ促進プログラム 

働き世代の若い女性などを対象に「食べてスポーツ

をする」をテーマに健康予防と連携した取り組みを

実践します。 

2 新規 
スポーツ・レクリエーション

活動への支援 

地域のスポーツクラブ等が実施する、スポーツレク

リエーション活動を支援します。 

3 継続 
ニュースポーツ教室の開催

【再掲】 

体力や年齢に関わらず誰もが楽しむことができるニ

ュースポーツの普及や運動機会を提供します。 

4 継続 
ニュースポーツ大会等の開催

【再掲】 

体力や年齢に関わらず誰もが楽しむことができるニ

ュースポーツ大会を開催します。 

5 新規 『健康経営』支援事業 

職場での働き方を見直し、従業員のスポーツ習慣づ

くりや健康管理を計画的に実践する企業を支援す

る。 

6 継続 
歩いて健康づくりの推進 

【再掲】 

「日本全国バーチャルの旅」マップの提供に加え、

「元気ふじえだ健康ウォーキング」の開催やＪＲ東

海主催の「さわやかウォーキング」の誘致などによ

り、日常的に“歩く”運動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースポーツ教室（ミニトランポウォーク、ワンバウンドふらば～るバレーボール） 
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《４．トップアスリートの育成》 
身近な選手が全国大会や世界大会で活躍することにより、市民に誇りと夢と感動を与え、スポー

ツへの関心を高め、地域社会に活力を生み出すことから、東京 2020 大会を契機に一流アスリートと

触れ合う機会を創出するとともに、各種競技団体と連携し講習会等を実施し、「トップアスリートの

育成」を図ります。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 継続 プロチーム等誘致の推進 

総合運動公園サッカー場など、対象となる施設

の利用料を減免し、プロチーム等の誘致を促進

します。 

2 拡充 
2020 東京オリンピック・パラリン

ピック事前合宿等の推進 

イタリアのホストタウンとして、イタリアチー

ムの「柔道」「ライフル射撃」競技の事前合宿を

実施します。 

3 拡充 
2020 東京オリンピック・パラリン

ピックムーブメントの醸成 

イタリアチームや地元出身選手を応援するパ

ブリックビューイングの実施や、聖火リレーを

実施しオリンピック・パラリンピック機運を盛

り上げます。 

4 継続 全国大会等出場への支援 
全国大会や国際大会に出場した選手・団体に奨

励金を交付し、活動を支援します。 

5 継続 スポーツ栄誉顕彰 

世界大会等において優秀な成績をあげるなど、

本市のスポーツ振興に顕著な功績をおさめた

者に対し、その栄誉を称え表彰します。 

6 継続 市町対抗駅伝大会への支援 
市町対抗駅伝に出場する藤枝市代表チームの

活動を大会当日まで支援します。 

7 継続 スポーツ少年団本部への支援 
スポーツ少年団本部が行う、選手育成、指導者

研修等の事業を支援します。 

8 継続 市スポーツ協会への支援 
市スポーツ協会が行う、スポーツの普及・振興、

競技力向上等の事業を支援します。 

9 継続 
ジュニアアスリート 

マルチサポートの推進 

ジュニア期のスポーツ選手に対し、スポーツ協

会等と連携し、技術、医・科学、食、様々な面

からのサポート体制を構築し、未来を創る選手

の育成をめざします。 

10 継続 各競技団体指導者研修会等の実施 
様々な分野の専門家等を招いて、基本的な指導

方法や専門知識等の講習会を開催します。 

11 拡充 
蹴球都市 

トップアスリートの育成 

世界で活躍する選手の輩出をめざし、市サッカ

ー協会と行政が目標を共有するとともに、役割

を明確化し、選手や指導者の育成や保護者への

啓発に取り組みます。 
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《５．スポーツをささえる多様な人材の確保と活躍の場の提供》 
専門的な知識と指導技術を持った意欲的なスポーツ指導者を育成するため、現在実施している各

種指導者育成に関する事業を確実に実施していくとともに、育成された指導者が地域で活躍するこ

とができるしくみを関係機関や団体等と構築していきます。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 継続 

ジュニアアスリート 

マルチサポートの推進 

【再掲】 

ジュニア期のスポーツ選手に対し、スポーツ協

会等と連携し、技術、医・科学、食、様々な面

からのサポート体制を構築し、未来を創る選手

の育成をめざします。 

2 拡充 スポーツ推進委員研修会の開催 
実技研修会等を開催し、スポーツ推進委員の資

質の向上を図ります。 

3 継続 
各競技団体指導者研修会等の実施

【再掲】 

様々な分野の専門家等を招いて、基本的な指導

方法や専門知識等の講習会を開催します。 

4 拡充 女子サッカーの普及 

サッカーを通じた「女性が輝くまち」の実現を

めざし、地域おこし協力隊を活用し、女性がサ

ッカーをする場の創出やイベントの開催、市内

女子チームの紹介、皇后杯の開催誘致を行いま

す。また、女子サッカー選手の雇用環境の充実

を図ります。 

5 拡充 部活動指導員の配置 

中学校部活動に地域等の指導者を活用するこ

とにより、活動の機会の充実を図るとともに、

より専門的な指導を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤枝なでしこ広場（女子サッカーの普及） 
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《６．スポーツを親しむことができる場の創出》 
市民が主体的に安心してスポーツに取り組む環境を創出するため、地域スポーツクラブの育成、

スポーツ施設等の整備や適切な管理運営等を行い、利用拡大に努めるとともに、多様なスポーツニ

ーズに応えるため、指定管理者と連携して魅力ある多彩なプログラムを提供できる管理運営に努め

ます。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 新規 総合運動公園の改修 

サッカー場スタジアムの充実を図るとともに、防災拠

点として位置づけられている本施設の防災機能強化

を図ります。 

〇大型映像装置の設置 

〇屋根付き観客席の整備 

2 継続 
指定管理者との連携による 

適切な施設運営 

指定管理者との定例会等（4 回/年）を実施し、各施

設の現状、課題等について協議したうえ、適切な施設

の管理運営に努めます。 

3 継続 
指定管理施設以外のスポーツ

施設の適切な管理運営 

直営施設（大井川河川敷グラウンドゴルフ場等）につ

いては、受託者との協議を行い、効果的かつ効率的な

管理に努めます。 

4 拡充 学校体育施設夜間開放の推進 
学校体育施設の夜間開放を推進するとともに、施設の

設備等が安全に使用できるよう努めます。 

5 拡充 
スポーツ施設の充実と 

適切な維持管理 

スポーツ施設の長寿命化計画に基づき、計画的な施設

の整備等に努めます。 

6 拡充 

「スポーツタウン藤枝」等に

よる市内スポーツ情報の提供 

【再掲】 

本市のスポーツ専用サイト「スポーツタウン藤枝」等

により、市内のスポーツイベントやスポーツ施設情

報、気軽に実施できるスポーツ動画を紹介し、市民の

スポーツ機会の充実を図ります。 

7 継続 
総合型地域スポーツクラブの

設立支援 

総合型地域スポーツクラブの設立に対し補助金を交

付（３年間）し、設立や活動に関する支援を行います。 

8 継続 
総合型地域スポーツクラブの

活動支援 

総合型地域スポーツクラブの活動を市ＨＰ等を活用

し効果的にＰＲするとともに、活動内容に対しアドバ

イス等を行います。 

9 継続 
広域連携によるスポーツ施設

の相互利用の促進 

近隣市との間で連携を図り、各スポーツ施設の相互利

用を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総合運動公園（陸上競技場、野球場） 
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《７．スポーツイベントの実施》 
 市民の健康維持・増進や交流の促進、地域の活性化を図るため、誰もが参加できる多種多様なニ

ーズに沿ったスポーツイベントを実施します。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 継続 
スポーツ＆健康フェスタの開催 

【再掲】 

スポーツ・健康に対する意識を高め、生涯にわた

り健康で活力ある生活を築くきっかけづくりを

目的に開催します。 

2 継続 藤枝リバティ駅伝大会の開催 
走ることを楽しむ機会を提供するとともに、駅

伝の魅力発信と、長距離選手の育成を図ります。 

3 継続 ふじえだマラソンの開催 

誰もが参加したくなる、マラソン大会を開催し、

体力の向上と健康増進を図るとともに、選手同

士、地域間の交流を深めます。 

4 継続 
シニアサッカー大会の 

誘致、開催 

日本サッカー協会など関係団体に対し積極的な

大会誘致を行い、シニア世代の交流と宿泊、飲食

等による地域活性化を図るため、継続開催をめ

ざします。 

5 継続 
市民が気軽に参加できる 

サッカーイベントの開催 

毎年開催している全国ＰＫ選手権大会の更なる

充実を図るとともに、２０２４年には藤枝サッ

カー１００年を記念するサッカーイベントを開

催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

スポーツ＆健康フェスタ in ふじえだ 

（ビームライフル体験） 

全国 PK 選手権大会 in Fujieda 

藤枝リバティ駅伝 ふじえだマラソン 
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《８．スポーツ交流の推進》 
本市の友好都市等のスポーツ団体と各競技団体等が交流を実施することに対する支援や、誰もが

気軽に参加できるスポーツイベント等を開催することにより、「スポーツ交流の推進」を図りま

す。また、東京オリンピック・パラリンピック終了後、中央競技団体等と連携した大会の開催や民

間レベルでの交流等を推進していきます。 

 

№ 分類 取組 内容 

1 拡充 

2020 東京オリンピック・

パラリンピック事前合宿

等の推進【再掲】 

イタリアのホストタウンとして、イタリアチームの「柔

道」「ライフル射撃」競技の事前合宿を実施します。 

2 拡充 

2020 東京オリンピック・

パラリンピックムーブメ

ントの醸成【再掲】 

イタリアチームや地元出身選手を応援するパブリックビ

ューイングの実施や、聖火リレーを実施しオリンピック・

パラリンピック機運を盛り上げます。 

3 継続 
友好都市等との 

スポーツ交流 

市スポーツ協会、スポーツ少年団等において、友好都市等

との間で積極的にスポーツ交流を図ります。 

4 継続 観光情報の発信 

全国ＰＫ選手権や全国シニアサッカーなどの大会等にお

いて、観光施設や宿泊施設、土産物等の情報を発信しま

す。 

5 継続 
コンベンション等 

誘致促進 

コンベンションやスポーツ・文化合宿の開催にあたり、宿

泊費を補助します。 

〇対象：市内を主会場とするコンベンション主催者、又は

５市２町内で合宿を行い市内施設に宿泊する学生等で構

成される市外の団体 

〇補助額＠1,000 円×延べ宿泊数 

6 継続 
サッカーのまちを活かし

た商業活動に対する支援 

商店街等が「藤とサッカーのまち」を活かした誘客促進事

業に対し支援を行います。 

 

柔道イタリア代表チーム 給食体験＆交流会 
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計画推進のため各施策が円滑に実施され、基本理念が実現されるよう、定期的に実施状況を

把握するため、ＰＤＣＡによる適正な進行管理を行います。スポーツ推進審議会において、年

度ごとに計画の進捗状況を把握し、施策の評価及び見直しを行い、円滑な推進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

計画を推進するには、市民及びスポーツ協会をはじめとする多くの関係団体の協力が重要となり

ます。それらの関係団体等と協働し、基本理念の実現に向け、着実な推進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 関係団体との連携 

１ 計画の進行管理 

 計画の推進と進行管理 第 4 章 

市民

スポーツ
協会

競技団体

学校

大学

民間企業

その他

関係団体

総合型

地域SC

スポーツ
推進委員

藤枝市
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本計画において、以下のとおりめざすべき数値目標を掲げ、その目標を達成できるよう施策を 

推進します。 

 

 

１ ライフステージに応じたスポーツ活動を推進し、成人の週１日以上のスポーツ実施率 

６５％、スポーツ＆健康フェスタの参加者数2,800人（毎回）をめざします。 

成果指標 
基準値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和７年度） 

成人の週１日以上のスポーツ実施率 ５６．７％ ６５．０％ 

スポーツ＆健康フェスタの参加者数 2,700人 2,800人（毎回） 

 

 

２ トップアスリートの育成を計画的に実施し、全国大会・国際大会への出場件数、毎年度115件 

をめざします。 

成果指標 
基準値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和７年度） 

全国大会、国際大会への出場件数 ９９件 １１５件 

 

 

３ 利用者のニーズを的確に把握し、スポーツに親しむことができる場の創出を計画的に推進 

することで、市民体育館・市武道館の年間利用者数、194,000人、藤枝総合運動公園の年間利 

用者数、390,000人をめざします。 

成果指標 
基準値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和７年度） 

市民体育館・市武道館の年間利用者数 186,291人 194,000人 

藤枝総合運動公園の年間利用者数 354,855人 390,000人 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果指標 
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Ⅰ スポーツの実施状況等に関する調査結果 

 
1．スポーツ実施率について 
・成人の週 1 日以上のスポーツ実施率は 56.7％でした。前回の調査では、40.5％であり、す

べての年代において、前回を上回る結果となりました。 

・性別、年代別にみると、30 代までは男性のほうがスポーツ実施率が高く、40 代以上は女性

のほうが高くなっています。 

・週 3日以上のスポーツ実施率は 27.8％でした。（前回 16.6％） 

・「この 1年間に運動・スポーツはしなかった」かつ「現在運動・スポーツはしておらず今後 

もするつもりがない」と答えた「無関心層」が 5.2％存在しています。 

 

2．実施状況の変化の要因 
・運動・スポーツを行った理由としては「健康のため」が 70.5％と最も多く、「体力増進・維

持のため」（40.4％）、「楽しみ、気晴らしとして」（38％）などが続いています（複数回答）。 

・実施頻度が減ったあるいは増やせない理由としては「仕事や家事が忙しいから」が 49.8％ 

と最も多く、「年をとったから」などが続いています（複数回答）。 

 

3．「みる」「ささえる」スポーツについて 
・この 1年にテレビやインターネットで観戦したスポーツは全体で「ラグビー」・「マラソン・

駅伝」・「サッカー」の順で高くなりました。 

・この 1年にスポーツに関するボランティアに参加した割合は 7.0％。スポーツ実施が高い層

ほど参加率は高い傾向にあります。内容としては「大会・イベントの運営や世話」と「自身

やお子様が所属するスポーツ団体やクラブでの補助的な活動」が 23.0％と最も高く、「運

動・スポーツの指導」（9.8％）、が続きました。 

 

4．スポーツの価値について 
・運動・スポーツについて「大切」「まあ大切」としている者の割合は 82.52％で、運動・ス

ポーツに対する価値は、運動実施頻度が高い層ほど強く感じる傾向にあります。 

 

5．今後の対応について 
・今回の調査結果を踏まえ、市民がスポーツを通して生き生き健やかに暮らすまちの実現に

向け、既存の事業を更に充実させるとともに、スポーツ実施率の低かった 20 代女性など

に対する、スポーツ習慣づくりの推進とその環境整備に取り組んでいきます。 
 

 

 

 

 

参考資料 
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アンケート概要  

⑴ 調査地域 ：藤枝市全域 

⑵ 調査対象者 ：住民基本台帳に登録されている１８歳以上７９歳以下の者 

⑶ 抽出方法 ：年齢・性別・地域人口の割合に応じて無作為に２，０００名を抽出 

⑷ 調査期間 ：令和２年１月２１日から令和２年２月７日まで 

⑸ 調査方法 ：郵送による配布・回収またはインターネットでの回答 

⑹ 回収率 ：配布数２，０００ 回収数６０１ 回収率３０．１％ 

※図中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数を表しています。 

 

 

154

66

88

313

117

196

77

32

45

49

25

24

4

2

2

4

3

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

自身の健康状態

健康である どちらかといえば健康である どちらかといえば健康でない 健康でない わからない 無回答

32

18

14

246

103

143

210

82

128

94

36

58

16

4

12

3

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

自身の体力について

体力に自信がある どちらかといえば体力に自信がある どちらかといえば体力に不安がある

体力に不安がある わからない 無回答

192

75

117

268

102

166

104

49

55

27

14

13

5

2

3

5

3

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

普段、運動不足を感じるか

大いに感じる ある程度感じる あまり感じない ほとんど（全く）感じない わからない 無回答
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139

28

40

35

39

1

37

7

3

2

1

9

4

2

11

5

7

5

4

6

26

14

12

1

1

2

14

7

1

10

5

1

1

1

1

12

1

4

5

1

9

5

3

1

2

2

5

19

5

221

49

117

19

34

2

39

43

5

8

15

7

6

3

16

8

8

4

4

8

6

2

1

4

1

12

1

7

3

1

1

2

18

2

2

9

2

2

1

2

1

3

2

14

38

3

0 50 100 150 200 250

ウォーキング

階段昇降

体操・ストレッチ

ランニング

サイクリング

ローラースケート・インラインスケート・一輪車

筋力トレーニング・トレッドミル

エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス

縄跳び

器械体操・新体操・トランポリン

ダンス

チアリーディング・バトントワリング

水泳

アクアエクササイズ・水中ウォーキング

陸上競技

野球

ソフトボール

キャッチボール

テニス・ソフトテニス

バドミントン

卓球（ラージボール含む）

ゴルフ(コースでのラウンド)

ゴルフ(練習場・シミュレーションゴルフ)

グラウンドゴルフ・パークゴルフ等

バレーボール・ビーチバレー・ソフトバレーボール

バスケットボール・ポートボール

ドッジボール

ハンドボール・その他屋内球技

サッカー

フットサル

グラウンドホッケー・ラクロス・その他屋外球技

ボウリング

ゲートボール

レクリエーションスポーツ

レスリング・相撲・ボクシング

テコンドー・太極拳・合気道

柔道

剣道・居合道・なぎなた・銃剣道

空手・少林寺拳法

登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング

フリークライミング・ボルダリング

キャンプ・オートキャンプ

ハイキング・ワンダーフォーゲル・オリエンテーリング

スクーバダイビング・シュノーケリング

サーフィン・ウインドサーフィン

釣り

スキー

スノーボード

クロスカントリースキー・スノーシュー

アイススケート・アイスホッケー・カーリング

乗馬

障害者スポーツ

その他

この1年間に運動・スポーツはしなかった

わからない

（人）

この１年間に特に多く実施した運動・スポーツや好きな運動・スポーツ(複数回答)

男性
(N=556)

女性
(N=756)
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75

32

43

2

2

5

5

10

18

22

11

92

39

53

1

4

7

8

16

20

33

3

79

33

46

1

4

9

6

11

22

21

5

95

27

68

2

5

13

14

19

28

13

1

93

48

45

7

13

20

22

14

14

3

43

23

20

2

4

5

12

7

6

6

1

32

13

19

1

5

6

4

4

11

1

31

9

22

1

4

5

8

3

8

2

61

21

40

1

2

2

4

14

20

12

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(N=601)

男性

(N=245)

女性

(N=356)

18－19歳

(N=10)

20－29歳

(N=34)

30－39歳

(N=64)

40－49歳

(N=78)

50－59歳

(N=111)

60－69歳

(N=142)

70－79歳

(N=130)

年齢無回答

(N=32)

この１年間に運動やスポーツを実施した日数

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151日～250日） 週に２日以上（年101日～150日）

週に１日以上（年51日∼100日) 月に１～３日（年12日～ 50日） ３か月に１～２日（年４日～11日）

年に１～３日 わからない 実施しなかった・無回答

2

2

2

6

11

1

3

4

3

7

7

12

1

3

4

4

3

7

8

1

2

7

2

7

4

4

1

8

8

12

7

10

2

1

7

5

4

3

3

1

4

3

2

1

4

2

1

2

5

6

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

男性・年代別

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151日～250日）
週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日∼100日)
月に１～３日（年12日～ 50日） ３か月に１～２日（年４日～11日）
年に１～３日 わからない

2

2

3

3

8

12

11

1

3

5

9

13

21

1

5

2

8

15

13

1

3

6

12

12

24

9

6

5

11

10

7

5

2

2

4

5

2

2

3

1

2

5

1

9

1

1

3

5

4

3

6

2

4

9

14

9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

女性・年代別

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151日～250日） 週に２日以上（年101日～150日）

週に１日以上（年51日∼100日) 月に１～３日（年12日～ 50日） ３か月に１～２日（年４日～11日）

年に１～３日 わからない 実施しなかった・無回答
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59.8%

3.9%

19.0%

20.3%

10.1%

9.2%

0.7%

18.3%

7.5%

22.2%

7.2%

24.5%

8.5%

17.6%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事や家事が忙しいから

子どもに手がかかるから

病気やけがをしているから

年をとったから

場所や施設がないから

仲間がいないから

指導者がいないから

お金に余裕がないから

運動・スポーツが嫌いだから

面倒くさいから

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから

生活や仕事で体を動かしているから

その他

特に理由はない

わからない

週に1日以上運動・スポーツを実施できなかった理由(複数回答)

70.5%

40.4%

24.3%

38.0%

37.6%

1.6%

3.2%

2.8%

20.9%

2.8%

20.9%

7.6%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

健康のため

体力増進・維持のため

筋力増進・維持のため

楽しみ、気晴らしとして

運動不足を感じるから

精神の修養や訓練のため

自己の記録や能力を向上させるため

家族のふれあいとして

友人・仲間との交流として

美容のため

肥満解消、ダイエットのため

その他

わからない

運動・スポーツを実施した理由(複数回答)

24.0%

6.9%

19.6%

11.1%

33.3%

10.5%

27.6%

5.8%

4.4%

41.1%

24.2%

8.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共施設・スポーツ施設

学校体育施設

民間商業インドア施設（フィットネスクラブ・ジム等）

民間商業アウトドア施設（レジャープール、スキー場、ゴルフ場等）

自宅または自宅敷地内

職場または職場敷地内

公園

地区交流センター

空地

道路

山岳・森林・海・湖・川等の自然環境

その他

わからない

運動・スポーツの実施場所(複数回答)
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6.6%

1.4%

4.9%

9.5%

8.4%

13.0%

79.6%

20.6%

11.1%

6.2%

3.5%

16.9%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

職場のクラブや同好会に所属して

学校のクラブや同好会に所属して

おおむね同じ県内の人が加入しているクラブや同好会に所属して

おおむね同じ市町村内の人が加入しているクラブや同好会に所属して

公共施設で行われているスポーツや体力づくりの教室で

フィットネスクラブ等の民間の会員制スポーツクラブで

個人で自由に

地域の友人と自由に

職場の友人と自由に

地域のイベントで

職場のイベントで

家族と

その他

運動・スポーツの実施形態(複数回答)

20.2%

37.0%

30.0%

18.4%

25.6%

3.1%

8.7%

25.8%

22.7%

15.5%

13.4%

2.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

(平日)早朝(5:00～9:00)

(平日)午前中(9:00～12:00)

(平日)昼間(12:00～15:00)

(平日)夕方(15:00～18:00)

(平日)夜間(18:00～21:00)

(平日)深夜(21:00以降)

(休日)早朝(5:00～9:00)

(休日)午前中(9:00～12:00)

(休日)昼間(12:00～15:00)

(休日)夕方(15:00～18:00)

(休日)夜間(18:00～21:00)

(休日)深夜(21:00以降)

運動・スポーツを実施した時間帯(複数回答)
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234

105

129

21

4

17

32

20

12

136

49

87

40

13

27

32

15

17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=494)

男性
(N=195)

女性
(N=283)

運動・スポーツ実施状況と今後の予定

定期的にスポーツをしており、6か月以上継続している

定期的に運動・スポーツをしているが、始めてから6ヶ月以内である

定期的ではないが、ある特定の時期に継続して実施した

不定期で実施した

現在運動・スポーツはしていないが、6ヶ月以内に始めようと思っている

現在運動・スポーツはしておらず、今後もするつもりはない

41

24

17

135

40

95

68

25

43

32

12

20

72

27

45

5

4

1

23

12

11

43

28

15

29

11

18

21

9

12

23

9

14

4

4

63

26

37

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=559)

男性
(N=231)

女性
(N=328)

運動・スポーツを（さらに）実施する場合、どの時間帯が良いか

(平日)早朝(5:00～9:00) (平日)午前中(9:00～12:00) (平日)昼間(12:00～15:00) (平日)夕方(15:00～18:00)

(平日)夜間(18:00～21:00) (平日)深夜(21:00以降) (休日)早朝(5:00～9:00) (休日)午前中(9:00～12:00)

(休日)昼間(12:00～15:00) (休日)夕方(15:00～18:00) (休日)夜間(18:00～21:00) (休日)深夜(21:00以降)

特にない
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22

4

7

12
11

10

2

1

1

2

1

2

1

3

3

1

5

7

8

3

4

8

4

1

2

4

2
3

5

1

1

1

1

1

3

3

14

5

43

7

28

4

11

20

22

2

5

5

2

2

3

5

5

2

4

4

1

4

2

6

4

4

1

1

3

3

1

2

1

1

1

11

13

0 10 20 30 40 50

ウォーキング

階段昇降

体操・ストレッチ等

ランニング

サイクリング

筋力トレーニング・トレッドミル

エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス

縄跳び

器械体操・新体操・トランポリン

ダンス

水泳

アクアエクササイズ・水中ウォーキング

陸上競技

野球(硬式・軟式等)

ソフトボール

キャッチボール

テニス・ソフトテニス

バドミントン

卓球（ラージボール含む）

ゴルフ(コースでのラウンド)

ゴルフ(練習場・シミュレーションゴルフ)

グラウンドゴルフ・パークゴルフ

バレーボール・ビーチバレー・ソフトバレーボール

バスケットボール・ポートボール

ドッジボール

サッカー

ボウリング

レクリエーションスポーツ

柔道

剣道・居合道・なぎなた・銃剣道

登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング

フリークライミング・ボルダリング

キャンプ・オートキャンプ

ハイキング・ワンダーフォーゲル・オリエンテーリング

ボート・漕艇・カヌー・カヤック・ラフティング

スクーバダイビング・スキンダイビング

釣り

スキー

スノーボード

アイススケート・アイスホッケー・カーリング

アーチェリー・弓道・射撃・クレー射撃

グライダー・ハンググライダー・パラグライダー・スカイダイビング

乗馬

障害者スポーツ

その他

この1年間に初めて実施した、または再開した運動・スポーツはない

わからない

(人)
この1年間に初めて実施した、または再開した（概ね5年以上未実施だったもの）運動・ス

ポーツ(複数回答)

男性
(N=175)

女性
(N=234)
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13.9%

27.8%

5.5%

8.1%

9.9%

9.5%

9.2%

4.8%

1.5%

33.7%

25.3%

4.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

家族に誘われた

友人・知人・同僚に誘われた

家族に奨められた

友人・知人・同僚に奨められた

医師に奨められた

所属する団体（会社等）に奨められた

ＴＶや新聞、インターネット等で奨めていた

現地やＴＶ等でそのスポーツを観た

そのスポーツに係るボランティアを行った

特に理由はない・なんとなく

その他

わからない

その運動・スポーツを初めて実施した(または再開した)きっかけ(複数回答)

増えた 106

36

70

あまり変わらない・変わらない 281

115

166

減った 134

62

72

わからない 22

11

11

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=543)

男性
(N=224)

女性
(N=319)

1年前と比べた運動・スポーツの実施頻度

満足している 119

51

68

もっとやりたいと思う 307

125

182

どちらともいえない 110

43

67

わからない 28

11

17

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=564)

男性
(N=230)

女性
(N=334)

現在の運動・スポーツ実施頻度に満足しているか

23.5%

5.6%

16.7%

12.3%

24.1%

5.6%

7.4%

14.8%

21.6%

19.8%

5.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

仕事が忙しくなくなったから

家事・育児が忙しくなくなったから

健康になったから

場所や施設ができたから

仲間ができたから

指導者がいるようになったから

お金に余裕ができたから

運動・スポーツが好きになったから

その他

特に理由はない

わからない

運動・スポーツを実施する頻度が増えた理由(複数回答)



38 

 

 

  
  

 
 

 

49.8%

2.5%

19.0%

22.2%

8.9%

6.4%

1.2%

14.0%

5.7%

15.0%

6.4%

16.3%

10.3%

22.4%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事や家事が忙しいから

子どもに手がかかるから

病気やけがをしているから

年をとったから

場所や施設がないから

仲間がいないから

指導者がいないから

お金に余裕がないから

運動・スポーツが嫌いだから

面倒くさいから

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから

生活や仕事で体を動かしているから

その他

特に理由はない

わからない

運動・スポーツを実施する頻度が減ったまたはこれ以上増やせない(増やさない)理由

(複数回答)

36.0%

38.4%

2.3%

8.1%

4.7%

2.3%

3.5%

18.6%

20.9%

2.3%

4.7%

16.3%

30.2%

3.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

疲れるから

苦手だから

格好悪いから

人に見られたくないから

怪我をする恐れがあるから

汗や土で体や衣服が汚れるから

実施する意味・価値を感じないから

お金がかかるから

時間をとられるから

青少年期に所属した運動部活動・民間クラブの影響

学校の体育等の影響

その他

特に理由はない

わからない

運動・スポーツが嫌いな理由（複数回答）

45

21

24

204

84

120

102

35

67

27

14

13

60

20

40

55

25

30

108

46

62

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=493)

男性
(N=199)

女性
(N=294)

職場を拠点として運動・スポーツを習慣化する取組みがあれば、

今より実施する頻度は増えると思うか

大いに増えると思う ある程度増えると思う あまり増えるとは思わない
まったく増えるとは思わない わからない あてはまらない
無回答
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58

5

5

27

87

14

35

9

25

4

9

33

13

2

35

7

17

4

30

4

50

1

46

18

18

36

30

16

46

125

45

51

17

35

14

41

26

62

1

7

6

62

5

1

18

10

97

5

27

78

22

0 20 40 60 80 100 120 140

スポーツ観戦(テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く)

美術鑑賞(テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く)

演芸・演劇・舞踊鑑賞(テレビ・スマートフォン・パソコンなどは除く)

映画館での映画鑑賞

テレビ鑑賞（スポーツ観戦や映画・演芸等の鑑賞）

コンサート・演奏会などによる音楽鑑賞

ＣＤ・スマートフォンなどによる音楽鑑賞

楽器の演奏

カラオケ・コーラス・声楽

書道・華道・茶道

和裁・洋裁・編み物・手芸

料理・菓子作り

園芸・庭いじり・ガーデニング・農作業

日曜大工・機械いじり

絵画や彫刻の制作・陶芸・工芸

詩・和歌・俳句・小説などの創作

読書

囲碁・将棋

パチンコ

競馬・競輪・競艇・オートレース

テレビゲーム・パソコンゲーム(家庭で行うもの,携帯用を含む)

写真の撮影・プリント

旅行・観光（日帰り含む）

遊園地，動植物園，水族館などの見物

ドライブ・ツーリング

ショッピング

その他

(人)

運動・スポーツ以外の趣味・娯楽(複数回答)

男性
(N=556)

女性
(N=883)
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24
6

7

10

17
1

19

6
6

1

2

13

4

2

4

2

4

8

8

12

8

6

3

3

1
1

5

5

3

10

1

2

2

2

3

5

28

3

13

10

5

2

5

2

16
6

4

1

1
3

2

4

2

3
11

9

42

6

32

18

21

1

33

44

6

2

28

1

22

27

1

13

18

24

4

5

5

1

2

1
1
1

2

6

2

11

1

10

1
4

16
4

6

16

2

1

6

2
5

2
2

1
1

7

3

15

2

3

10

21

0 10 20 30 40 50

ウォーキング

階段昇降

体操・ストレッチ等

ランニング

サイクリング

ローラースケート・インラインスケート・一輪車

筋力トレーニング・トレッドミル

エアロビクス・ヨガ・バレエ・ピラティス

縄跳び

器械体操・新体操・トランポリン

ダンス

チアリーディング・バトントワリング

水泳

アクアエクササイズ・水中ウォーキング

陸上競技

野球(硬式・軟式等)

ソフトボール

キャッチボール

テニス・ソフトテニス

バドミントン

卓球（ラージボール含む）

ゴルフ(コースでのラウンド)

ゴルフ(練習場・シミュレーションゴルフ)

グラウンドゴルフ・パークゴルフ

バレーボール・ビーチバレー・ソフトバレーボール

バスケットボール・ポートボール

ドッジボール

ハンドボール・その他屋内球技

サッカー

フットサル

ラグビー・アメリカンフットボール・タグラグビー

ボウリング

ゲートボール

レクリエーションスポーツ

レスリング・相撲・ボクシング

テコンドー・太極拳・合気道

剣道・居合道・なぎなた・銃剣道

空手・少林寺拳法

登山・トレッキング・トレイルランニング・ロッククライミング

フリークライミング・ボルダリング

キャンプ・オートキャンプ

ハイキング・ワンダーフォーゲル・オリエンテーリング

ボート・漕艇・カヌー・カヤック・ラフティング

ヨット・水上スキー・ウェイクボード・水上バイク・ジェットスキー

スクーバダイビング・スキンダイビング

サーフィン・ボディボード・ボードセーリング・ウインドサーフィン

釣り

スキー

スノーボード

クロスカントリースキー・スノーシュー

アイススケート・アイスホッケー・カーリング

アーチェリー・弓道・射撃・クレー射撃

グライダー・ハンググライダー・パラグライダー・スカイダイビング

乗馬

障害者スポーツ

その他

今後始めてみたい運動やスポーツはない

わからない

(人)

今後始めてみたい運動・スポーツ(複数回答)

男性
(N=346)

女性
(N=521)
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73

61

4

74

43

8

16

66

3

10

2

46

23

7

27

45

5

9

3

1

1

10

1

5

15

28

78

4

83

25

4

28

114

1

41

5

60

36

10

19

10

6

113

8

4

1

1

106

6

7

31

0 20 40 60 80 100 120

プロ野球(NPB、メジャーリーグ含む)

高校野球

その他野球、ソフトボール

サッカー日本代表

Ｊリーグ(J1、J2、J3)

海外サッカー

その他サッカー

ラグビー(トップリーグ、大学・高校ラグビー、海外ラグビー含む)

アメリカンフットボール(NFL等含む)

バレーボール(Vリーグ、日本代表含む)

バスケットボール(Bリーグ、NBA含む)

大相撲

テニス

バドミントン

ゴルフ

体操・新体操

水泳（競泳、水球、飛び込み、アーティスティックスイミング（シンクロナイズドスイミング）等）

マラソン、駅伝

陸上競技

武道(剣道・柔道・空手)、ボクシング、レスリング

自転車競技(競輪を除く)、スケートボード、インラインスケート等

ヨット、ボート、カヌー、サーフィン等マリンスポーツ(競艇を除く)

スキー(アルペン、フリースタイル、ジャンプ、クロスカントリー他）、スノーボード

フィギュアスケート、スピードスケート、アイスホッケー

障害者スポーツ（車いすバスケットボール、車いすテニス等）

その他

見なかった

(人)
この1年間に観戦したスポーツ(複数回答)

男性
(N=558)

女性
(N=829)

76.0%

9.9%

14.1%

21.2%

26.2%

15.7%

7.3%

6.7%

3.0%

3.2%

27.0%

5.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

そのスポーツが好きだから

そのスポーツを実施しているから

以前そのスポーツを実施していたので

応援しているチームがあるから

応援している選手がいるから

暇つぶしのため

ストレス発散のため

友人や家族に誘われたから

家族・友人が出場していたから

チケットがあったので

なんとなく・たまたま

その他

わからない

スポーツを観戦した理由(複数回答)
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13

10

3

29

14

15

502

196

306

57

25

32

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

スポーツの指導やスポーツ大会の運営、自身やお子さんが所属するスポーツクラブの手伝い

(練習や大会での参加者の送迎、参加者の飲料や弁当の準備等）など運動・スポーツに関する

ボランティア活動の実施頻度

日常・定期的に行った イベント・大会で不定期に行った 行っていない わからない・無回答

6

6

1

1

2

1

1

14

7

7

14

5

9

10

4

6

14

7

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=61)

男性
(N=31)

女性
(N=30)

ボランティアの内容

運動・スポーツの指導
スポーツクラブ・団体の運営や世話
スポーツ施設の管理の手伝い
大会・イベントの運営や世話
自身やお子様が所属するスポーツ団体やクラブでの補助的な活動
その他
わからない

78

36

42

42

15

27

77

39

38

3

1

2

29

10

19

59

14

45

23

10

13

37

16

21

9

3

6

96

38

58

83

33

50

65

30

35

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

スポーツに関するボランティア活動を行うきっかけや動機（モチベーション）

好きなスポーツの普及 地域での居場所、役割、生きがい
出会い・交流の場 指導・大会運営スキルの取得・活用
社会貢献 顕彰や表彰
その大会・クラブ等への家族・友人の参加 実費程度の報酬
特に動機づけは必要ない その他
どんなきっかけや動機づけああっても、しない・できない わからない
無回答
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263

115

148

44

16

28

8

2

6

2

1

1

5

5

27

4

23

5

4

1

43

15

28

8

5

3

3

2

1

4

1

3

36

10

26

5

2

3

1

1

2

1

1

2

2

23

7

16

17

7

10

30

12

18

1

1

7

3

4

23

8

15

42

22

20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

スポーツが個人や社会にもたらす効果

健康・体力の保持増進 精神的な充足感 青少年の健全な発育

克己心（自分の欲望を抑える力）、自制心 思考力や判断力の発達 夢と感動

リーダーシップ、コミュニケーション能力 リラックス、癒し、爽快感 達成感の獲得

生産性の向上、仕事、学業の能率アップ 経済の活性化 人と人との交流

地域の一体感や活力 国際相互理解の促進 我が国の国際的価値の向上

長寿社会の実現 他者を尊重し協同する精神 フェアプレイ精神の醸成

豊かな人間性 その他 どれも当たらない

わからない 無回答

202

95

107

294

105

189

48

20

28

13

4

9

44

21

23

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=601)

男性
(N=245)

女性
(N=356)

運動・スポーツは大切なものか

大切 まあ大切 あまり大切ではない 大切ではない わからない・無回答
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男
245
41%

女
356
59%

性別 瀬戸谷
10
2% 稲葉

22
4%

葉梨
45
7%

広幡
26
4%

藤枝
160
27%

西益津
29
5%

青島
120
20%

高洲
86
14%

大洲
41
7%

岡部
43
7%

無回答
19
3%

地区

18-19歳

10
2%

20-29歳
34
6% 30-39歳

64
11%

40-49歳
78
13%

50-59歳
111
18%

60-69歳
142
23%

70歳以上
130
22%

無回答
32
5%

年齢

自営業主
41
7%

勤め人
310
51%

主婦・主夫
64
11%

学生
7
1%

無職
124
21%

その他
38
6%

無回答

17
3%

職業
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Ⅱ 計画策定までの経過 
 

開催日等 会議等 内容 

令和２年１月～２月 スポーツの実施状況等に関する調査 対象：市民 2,000 人 

３月２５日 スポーツ推進審議会 調査結果等について 

５月２６日 行政経営会議 基本方針の承認 

６月２２日 市議会総務文教委員会 基本方針の説明等 

７月 ７日 第１回庁内策定委員会 基本方針の説明等 

７月２９日 第１回スポーツ推進審議会 
基本方針の説明等 

計画素案の検討 

１０月１９日 市議会総務文教委員会 計画素案の報告 

１１月上旬 第１回庁内策定部会 
計画素案の検討 

（書面で聞き取り） 

１１月１１日 第２回スポーツ推進審議会 計画素案の検討 

１１月１７日 行政経営会議 計画素案の承認 

１２月１６日 市議会全員協議会 
計画案の報告 

パブリックコメント実施説明 

１２月２５日 

～令和３年１月２５日 
パブリックコメントの実施  

令和３年２月２２日 行政経営会議 パブリックコメント結果報告 

２月下旬 藤枝市スポーツ推進審議会 パブリックコメント結果報告 

３月上旬 市議会 パブリックコメント結果報告 

３月下旬 計画策定  

  



46 

 

Ⅱ 計画策定組織 

 
スポーツ推進審議会委員名簿 

 

区分（１号 関係行政機関の職員  ２号 学識経験者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議会役職 氏名 選出区分 所属 

会長 臼 井  郁 夫 ２号 NPO 法人藤枝市スポーツ協会 

副会長 竹 田  務 ２号 広幡スポーツクラブ 

委員 飯 塚  保 久 ２号 自治会連合会 

委員 朝 比 奈 友 見 ２号 藤枝市スポーツ推進委員会 

委員 塚 本  博 之 ２号 静岡産業大学 

委員 吉 田  光 利 ２号 藤枝市校長会 

委員 嶋 津  正 宏 ２号 志太医師会 

委員 吉 村  里 枝 １号 保健師（市健康推進課） 
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藤枝市スポーツ推進計画策定委員会 委員名簿 

区分 役 職 氏 名 

委員長 スポーツ・文化局長 田 中  章 元 

委員 企画政策課長 渡 邊  章 博 

委員 健康企画課長 岩 本  豊 

委員 健康推進課長 片 山  美 津 子 

委員 児童課長 杉 村  成 美 

委員 商業観光課長 村 松  直 樹 

委員 産業政策課長 福 地  貴 之 

委員 教育政策課長 杉 原  一 行 

委員 サッカーのまち推進課長 中 村  祥 和 

委員 地域包括ケア推進課長 牧 田  剛 

委員 自立支援課長 小 川  康 範 

委員 生涯学習課長 小 川  聡 

委員 スポーツ振興課長 横 馬  勉 

 

藤枝市スポーツ推進計画策定委員会 作業部会員名簿 
区 分 役 職 氏名 

部会長 スポーツ振興課長 横 馬  勉 

部会員 企画政策課主幹兼企画政策係長 藁 科  重 人 
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Ⅳ ＳＤＧｓ 
 

 

≪持続可能な開発目標（SDGs）とは≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015（平成 27）年９月の国連サミットで採択さ

れた「持続可能な開発のための 2030 アジェン

ダ」にて記載された 2016（平成 28）年から 2030

（令和12）年までの国際目標です。持続可能な

世界を実現するための 17 のゴール・169 のタ

ーゲットから構成され，地球上の誰一人として

取り残さない（leave no one behind）ことを誓って

います。 

「藤枝版ローカルＳＤＧｓ」とは、2020（令和２）

年３月に策定された「第２期ふじえだ健康都市

創生総合戦略」において示されている、ＳＤＧｓ

の実現に向けて、藤枝市として取り組み、その

達成をめざす本市独自の 17 の設定目標。 

ＳＤＧｓの 17 のゴールに貢献する藤枝市の 17 の目標 

本市は、藤枝版ローカルＳＤＧｓの達

成にスポーツの持つ力を最大限に活用

し貢献していきます。 

本計画の基本理念である「スポーツを

楽しみ、ふじえだの未来を創る」（市民誰

もがスポーツを通して生き生き健やかに

暮らすまちの実現）をめざし、各施策を

展開することで、ＳＤＧｓの認知度向上、

ひいては、社会におけるスポーツの価値

のさらなる向上に取り組みます。 

なお、基本方針ごとに関連性の強い

SDGs の目標を位置づけます。 
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